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1 親魚および採卵（表1） 
（1）親魚 

  駿河湾産系（以下海産系）F5： 平成 29 年度に当所で生産した海産系 F4 約 3,000 尾を親魚候補とし，113 ㎡

（r＝6m）の円形コンクリート池 1 面に収容し，採卵の約 1 週間前まで給餌飼育した。平成 30 年 6 月 19 日～8

月 14 日の期間，長日処理（夕方～翌朝まで電照）を行った。 

鶴田ダム湖産系（以下ダム湖産系）F9： 平成 29 年度に当所で生産したダム湖産系 F8 約 3,000 尾を親魚候補

とし，75.4 ㎡（r＝4.9m）の円形コンクリート池 1 面に収容し，採卵の約 1 週間前まで給餌飼育した。平成 30 年

8 月 20 日～9 月 5 日の期間，長日処理（夕方～翌朝まで電照）を行った。 

（2）採卵およびふ化 

海産系 F5： 平成 30 年 10 月 3 日に 183 尾の雌から 706 万粒を採卵した。また，同数の雄から採精し媒精に供した。 

ダム湖産系 F9： 平成30 年10 月 4 日に 149 尾の雌から 1,028 万粒を採卵した。また，同数の雄から採精し媒精に供

した。 

 

受精卵はサランロック（東洋クッション株式会社製）に着卵させ，FRP 製角型 2t 水槽で，水温約 18℃の井水をかけ流

しながら管理した。受精当日から発眼（受精後 7～8 日目）まで毎日パイセスによる薬浴（100ppm, 30 分）を実施し，薬浴

終了日に発眼率を算出した。 

発眼率に基づき，予定ふ化数量を超えないよう不要な発眼卵を処分し，残りの発眼卵を D 棟八角池（50 ㎡，水深

0.7m）8 面および B 棟円形池（50 ㎡，水深 0.5m）3 面の人工海水中（アレン処方，比重 1.0040）に収容した。ふ化仔魚

数は海産系 F5 が 283 万尾，ダム湖産系 F9 が 377 万尾，1 池あたりの収容密度は海産系 F5 が 9,224～15,010 尾/㎡，

ダム湖産系 F9 が 10,803～15,421 尾/㎡と推定された。 

表1　親魚養成・採卵ふ化成績

海産系F4 ダム湖産系F8
放養尾数（尾） 3,000 3,000

長日処理期間（月/日） 6/19～8/14 8/20～9/5
採卵日（月/日） 10/3 10/4
採卵尾数（尾） 183 149
採精尾数（尾） 183 149
採卵数（万粒） 706 1028
採卵重量（g） 3,201 3,632
1g卵数（粒/g） 2,208 2,833

１尾あたりの採卵粒数（粒／尾） 38,640 69,125
廃棄受精卵数（万粒） 97 191

平均発眼率（%） 58.7 62.3
ふ化仔魚数※（万尾） 283 377

※ 着卵率99％，ふ化率90%として推定  
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2 生≀㣫ᩱ（表2） 
 （ࡿࡍࠖࢩ࣒࣡ࠕ௨ୗ）ࢩ࣒࣡࣎ࢶࢬ࣑࢜ࢩ（1）

✀࣡ムࢩとしてクࣟࣞࣛᕤᴗ（ᰴ）ࡽ㉎ධした S ᆺ࣡ムࢩを⏝࠸た。A Ჷෆ円形 FRP 〇 20t Ỉᵴ 6 面を

⏝し，間ᘬࡁ方ᘧにࡼって 9 月 5 日ࡽ 12 月 14 日の 101 日間にィ 16 のᇵ養を行った。ᇵ養Ỉのሷ㢮⤌成ࡣ

1.0%NaCl㸩0.04%MgCl2・H2O㸩0.02%CaCl2・H2O とした。餌ᩱにࡣにῐỈ⃰⦰クࣟࣞࣛ（生クࣟࣞࣛ V12 ࠾

ࡧࡼ V12 HG，クࣟࣞࣛᕤᴗ（ᰴ））とーࢫト（SK ト，（ᰴ）OYCࢫー の（ΰࡶト）をΰྜしたࢵࢿࢬーࣇ

ྜẚ，ῐỈクࣟࣞࣛ 1L㸩ーࢫト 0.5kg㸩Ỉ 0.55L）を⏝ࢀࡇ，࠸をクーࣛーࢵ࣎クࢫෆにಖ෭ととࡶにධ

᭱。って㐃⥆ⓗに給餌したࡼにࣉン࣏定量，ࢀ ⤊ⓗ࡞クࣟࣞࣛ，ーࢫト⏝量のྜィࢀࡒࢀࡑࡣ 1,850L，804kg

であり，⥲収✭量ࡣ 2,923 ൨ಶయであった。 

（2）ア࣑ࣝࢸア 

1t のア䝹䝔䝭アふ化槽を 1 槽⏝し，ᇵ㣴水の⤌成は 1%NaCl とした。1 槽あたり⪏ஂ卵約 900g をᢞධし，水温約

28℃で 24㛫ᇵ㣴した後に収✭した。ᇵ㣴ᮇ㛫は 56日㛫であり，収✭量のྜィは 69.8൨ಶయであ䛳た。 

表2 飼ᩱ生≀ᇵ養成績

飼ᩱ生≀ྡ ࢩム࣡࣎ࢶࢬ࣑࢜ࢩ ࣑ࢸࣝ

ᇵ養期間 9/5～12/14（101日㛫） 11/15～1/9（56日㛫）
ᇵ養数（） 16 56

平均ᇵ養期間（日） 29（11-70） 1

平均Ỉ （Υ） 27.5（23.8-29.2） 28.0
平均ᐦ度（ಶయ/P/） 266（11-614） �

⥲収✭量（൨ಶయ）D� 2,923 69.8
クࣟࣞࣛ⏝量�/� 1,850 �

�Ng�ト⏝量ࢫー 804 �

a）࣡࣎ࢶࢬ࣑࢜ࢩムࢩの⥲収✭量ࡣ重量を1ಶయ2.0ȣgとして⥲収✭重量ࡽ⟬ฟした。
 

 

3  㣫⫱ᴫせ 

（1）⤥㣵≧ἣ（表3） 

  䝽ムシは，海産系 F5はふ化後 1～68日，ダム湖産系 F9はふ化後 0～67日まで⤥㣵した。 

成㛗の᪩いア䝴にア䝹䝔䝭アを㣗䜉させ成㛗の㐜いア䝴に䝽ムシを㣗䜉させるຠᯝをᮇᚅし，ア䝹䝔䝭アをふ化後

40～80日を中ᚰに⤥㣵した。㓄ྜ㣫ᩱはふ化後 6日目から⤥㣵を㛤ጞした（⾲ 3-1～3-2）。 

表3-1　日㱋ู給餌≧ἣ　海産系F5
ࢬ࣑࢜ࢩ

ࢩム࣡࣎ࢶ
（Ng）

࣑ࢸࣝ
（Ng）

㓄ྜ飼ᩱ
（Ng）

‵重量ྜィ
（Ng）

生≀飼ᩱẚ
（%）

0 ～ 10 34.14 0 1.09 35.23 96.9
11 ～ 20 36.52 0 5.36 41.89 87.2
21 ～ 30 37.23 0 16.85 54.08 68.8
31 ～ 40 36.45 4.51 51.80 92.76 44.2
41 ～ 50 37.45 7.72 103.85 149.03 30.3
51 ～ 60 38.34 7.86 133.93 180.13 25.6
61 ～ 70 12.67 9.23 176.49 198.39 11.0
71 ～ 80 0 8.33 238.13 246.46 3.4
81 ～ 90 0 6.32 324.43 330.75 1.9

232.8 44.0 1051.9 1328.7
ὀ）　1ࡣ࣑ࢸࣝಶయを13.7ȣg，㓄ྜ飼ᩱࡣ⇱重量�2.84として⟬ฟした。

Ꮴ化ᚋ日数
（日）

ྜィ
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表3-2　日㱋ู給餌≧ἣ　ダム湖産系F9
ࢬ࣑࢜ࢩ

ࢩム࣡࣎ࢶ
（Ng）

࣑ࢸࣝ
（Ng）

㓄ྜ飼ᩱ
（Ng）

‵重量ྜィ
（Ng）

生≀飼ᩱẚ
（%）

0 ～ 10 48.57 0 1.39 49.97 97.2
11 ～ 20 48.85 0 6.78 55.64 87.8
21 ～ 30 50.10 0 21.25 71.35 70.2
31 ～ 40 48.75 6.53 68.65 123.93 44.6
41 ～ 50 50.54 10.99 145.60 207.14 29.7
51 ～ 60 50.88 10.84 185.99 247.71 24.9
61 ～ 70 12.00 12.39 249.30 273.69 8.9
71 ～ 80 0 10.41 335.13 345.53 3.0
81 ～ 90 0 0.52 436.83 437.34 0.1

309.7 51.7 1450.9 1812.3
ὀ）　1ࡣ࣑ࢸࣝಶయを13.7ȣg，㓄ྜ飼ᩱࡣ⇱重量�2.84として⟬ฟした。

Ꮴ化ᚋ日数
（日）

ྜィ

 

 
（2）㣫⫱Ỉࡢẚ㔜（ᅗ1） 

  ふ化後 0～90日目の㣫⫱池の比重（ྛ系⤫㣫⫱池 1面の್を௦⾲とした）をᅗ 1に♧䛩。ふ化からῐ水㥆⮴を実施

䛩るまでのᮇ㛫（約 100 日㛫）は，アレン処方によるᕼ㔘海水をస成し⏝した。また，水㉁の⥔ᣢを目ⓗとし䛶，井水

をᚤ量ὀ水しながら（20～80mL/s），ᚠ⎔䜝㐣㣫⫱を⾜䛳た。なお，比重が 1.0030 ௨ୗにな䛳たときにሷ㢮を䜝㐣槽ෆ

に┤᥋⿵䛩る䛣とにより，㐺ṇな比重を⥔ᣢした。 
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図1 飼育水の比重

海産系F5(38号池)

ダム湖産系F9(32号池)

 

 

（3）㣫⫱Ỉ （ᅗ2） 

ふ化後 0～90日目の㣫⫱池の水温（ྛ系⤫㣫⫱池 1面の್を௦⾲とした）を ᅗ 2に♧䛩。䠍䠍月௨㝆はタ定水温を

15℃とし䛶ຍ温しながら㣫⫱を⾜䛳た。 
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（�）魚ࡢ成㛗（ᅗ3） 

  ふ化後 10～90 日目まで 10 日㛫䛤とにア䝴仔魚のయ重 定を⾜䛳た。80 日目の平ᆒయ重は海産系 F5 が 215mg，

ダム湖産系 F9 が 262mg であ䛳た（ᅗ 3）。 
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図3 㨶のయ重ኚ化  
 

（�）୍ḟ㑅ู≧ἣ（表 �） 

海産系 F5 はふ化後 97～107 日目に୍ḟ㑅ูを⾜い，ྜィ 650 ༓尾をྲྀりあ䛢た。推定収容尾数からの⏕残率は

22.7%であ䛳た（⾲ 4-1）。 

ダム湖産系 F9 ふ化後 86～101 日目に୍ḟ㑅ูを⾜い，ྜィ 1,170 ༓尾をྲྀりあ䛢た。推定収容尾数からの⏕残率

は 31.8%であ䛳た（⾲ 4-2）。 

⥲ྲྀりୖ䛢尾数は 2,146 ༓尾であり，推定収容尾数からの⏕残率は 31.5%であ䛳た。 
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表4-1　୍ḟ㑅ูの≧ἣ（海産系F5）
ᐇ日 ふ化ᚋ日数 㑅ู池

2019/1/24 103 23ྕ池 ᆺ⩌ 100༓尾(0.58g)
（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 17༓尾(0.17g)

ྜィ 117༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 15.6%
2019/1/28 107 31ྕ池 ᆺ⩌ 108༓尾(0.75g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 5༓尾(0.19g)
ྜィ 113༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 18.9%
2019/1/25 104 33ྕ池 ᆺ⩌ 42༓尾(0.87g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 1༓尾(0.22g)
ྜィ 43༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 9.2%
2019/1/24 103 36ྕ池 ᆺ⩌ 75༓尾(0.67g)

（推定収容尾数��1༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 7༓尾(0.19g)
ྜィ 82༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 17.8%
2019/1/18 97 38ྕ池 ᆺ⩌ 224༓尾(0.50g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 71༓尾(0.16g)
ྜィ 295༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 53.1%

㑅ู≧ἣ

 

 

表4-2　୍ḟ㑅ูの≧ἣ（ダム湖産系F9）
ᐇ日 ふ化ᚋ日数 㑅ู池

2019/1/16 94 21ྕ池 ᆺ⩌ 129༓尾(0.74g)
（推定収容尾数��1༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 1༓尾(0.15g)

ྜィ 130༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 17.1%
2019/1/15 93 22ྕ池 ᆺ⩌ 131༓尾(0.61g)

（推定収容尾数��1༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 5༓尾(0.20g)
ྜィ 136༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 17.6%
2019/1/21 99 32ྕ池 ᆺ⩌ 277༓尾(0.50g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 27༓尾(0.19g)
ྜィ 304༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 52.1%
2019/1/23 101 34ྕ池 ᆺ⩌ 195༓尾(0.61g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 10༓尾(0.22g)
ྜィ 205༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 40.2%
2019/1/17 95 35ྕ池 ᆺ⩌ 184༓尾(0.54g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 17༓尾(0.19g)
ྜィ 201༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 35.6%
2019/1/8 86 37ྕ池 ᆺ⩌ 176༓尾(0.43g)

（推定収容尾数���༓尾）　 ᑠᆺ⩌ 18༓尾(0.21g)
ྜィ 194༓尾

収容尾数ࡽの生ṧ率 34.9%

㑅ู≧ἣ
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（�）魚࣭ࡢࡑ 

 ✀ⱑ⏕産ᮇ㛫中魚の発⏕な䛹は↓か䛳た。 

 

（�）␗ᆺ魚（表 �） 

    系⤫䛤とに␗型率ㄪᰝを⾜䛳た。␗型率は海産系 F5 が 2.2%，ダム湖産系 F9 が 2.8%であ䛳た。 

表5 ␗ᆺ率ㄪᰝ⤖ᯝ

採㞟年月日

᳨ᰝ尾数： A
平均య重（g）

እほ␗ᖖ魚尾数：  B
ྠฟ⌧率：  B/A

እほ␗ᖖศ㢮
ฟ⌧数
（C）

ฟ⌧率
C/A（％）

ฟ⌧数
（C）

ฟ⌧率
C/A（％）

尾ኚ形（㌿➼） 5 1.9 6 2.1
ဗᓙ✺ฟ 0 0.0 0 0.0

㢌㒊▷⦰（࢜ࣈࣕ࢟ーࣝ） 0 0.0 0 0.0
▷㌣ 1 0.4 1 0.3

下㢡ᩚྜ 0 0.0 0 0.0
㪰Ḟᦆ 0 0.0 1 0.3
⫼㫅Ḟᦆ 0 0.0 0 0.0
尾㫅␗ᖖ 0 0.0 0 0.0
⬚㫅␗ᖖ 0 0.0 0 0.0
⭡㫅␗ᖖ 0 0.0 0 0.0
⫼㫅␗ᖖ 0 0.0 0 0.0
⭡㫅㐣形成 0 0.0 0 0.0
⫼㫅㐣形成 0 0.0 0 0.0
⮌㫅ᇶᗏ湾ධ 0 0.0 0 0.0
యୖ下湾 0 0.0 0 0.0
యഃ湾 0 0.0 0 0.0

2.8

2019/7/2
286
35.6

海産系F5 ダム湖産系F9

2.2

2019/6/25
270
37.0

6 8
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